


























キリスト教草創期を念頭においた議論です。むろん中世キリスト教世界が議論の主たる軸として念頭にあるのですが、主題「贖罪と喜捨」 、そしてこの二つの項の連関をいわば背後で支えている「魂の救済」という実に切迫した希求が織りなす問題は、この宗教が誕生した草創期にむしろ鮮明に発現するように思われます。そうした事情もあっ 、古代ローマ末期の教会人 言説を軸に論を進めることになることをご理解ください。　
も
う一つお断りしたい点があります。ローマ末期から一千年以上にわたるキリスト教会の歴
































































その影響圏内にあった地域の民族に、魂の救済を霊性の根底におく宗教を胚胎させたことは理解できますが、仏教や儒教は基本的にその支配圏域の外側にいた民族の です。このような南アジアや東アジアの宗教への影響については、どのような説明が可能な でしょうか。ある宗教観念が伝播するうえで重要なのは、人間の往来です。人の内面を律する信仰が伝わるには、その信仰主体 移動し、それを異国の他者に説く行為が欠かせません。あるいは通りすがりの異国人が、その信仰実践に触れる機会が必要になります。そうした環境が前六世紀に存在 たのでしょうか。　
わ
が国では本格的な議論がまだ展開していませんが、現在世界の先史考古学者や経済史家が
















代に想定される三つの世界システムから単一のアフロ・ユーラシア世界システムへ」と する長文の論文を寄稿し、前八世紀中頃から前四世紀中頃に真の意味での世界 が形成され、西はエジプトから東は中国までが ひとつのシステムとして結びついたと主張し います。オクスフォードの考古学者バリー・カンリフの『大洋に面して：大西洋 その民族。前八〇〇〇年から後一五〇〇年』 （二〇〇一年）によれば、エジプト以西のブリテン諸島までと補足しても
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かまわないのです。その東端と西端の間に跨がる十八のゾーン 中で、南北インドが不明ですが、この二地帯を除く十六地帯が経済指標で好況期であったのは、前五五〇年から前五〇〇年でした。つまりこ 時代は、西のブリテン諸島地方から東の中国まで経済的な好況期を迎えて、ヒトとモノの往来が著しく活発であった時代であったのです。当然思想や宗教の交流も活発であったと想定されるのです。ヤスパースのいう「枢軸の時代」とは、経済史的には「接続性」が極めて高い、高流動性の時代 あったのです。　
古
代ペルシアおよび、ここからの地中海地域



















となったことは言うまでありません。それだけに、いわば恥をしのんでこの儀礼を遂行した者は、神とのありうべき適切な関係を復活させると同時に、信徒共同体との和解も達成したのだと認識される です。そればか ではありません。鋭敏な罪の意識をみずからのなかに育み、あえて恥辱の試練を耐えしのんだ者は、キリスト者としての美徳の実践者として賞賛されさえしたのです。アウグスティヌスが説教のなかで、贖罪 の中にあるという の意識は、名誉の一形態に転換 ると述べているのは、そのような意味においてな です。　
そ
の事実は五世紀の教会史家ソゾメノスが、自分で見聞したという都市ローマでの贖罪儀礼


























































































とがある方がおられる 思いま この言葉はローマ帝国が、食料と娯楽を提供 て、民衆が不満を爆発させないようにする愚民化政策を表現したものとして記憶さ ている方が多いのではないか思います。それはそれ 間違った理解とは言えませんが、このことは実は半分
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スはブリテン島出身者で四世紀の末からローマで神学者として名高い人物でした。四一〇年にゴート族が都市ローマを侵略した際に、ペラギウスと彼のパトロンであったローマの上流人士が大挙してカルタゴに避難してきました。ペラギウスの教説は、神は人間を完全なる存在として創造したのであり、神の恩寵によらず て、自由意志によって善行を積むことで救済にいたりうるのだという教えです。ここ はギリシア哲学やストア派の影響が認められます。先のピーター・ブラウンによれば、その教えのラディカルな側面が、まさしくペラギウスの徒の贖罪の思想なのです。完全 自由な存在であるということは、富者 その富をすぐさま放棄できるように、すべての罪から自ら 意志ひとつで即刻自由になれるということであり、それ 成し得ないのは弱き者、それどころか不敬なる反抗者であるとするのです。　
ここには贖罪のための喜捨の論理も、
「死後の生」への配慮も、神の恩寵の作用も入る余地は



















間の現象学』のなかで、 聖アウグスティヌスの時間論に寄せて 近代 いたるまでアウグスティヌス以上の時間論
書斎の聖アウグスティヌス
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展開できた思想家はいなかったと賞揚しています。時間論に「伏在する非常な難問題を深く感知し、それらの問題にほとんど絶望的なまでの辛苦を重ねた」 （フッサール）のも、時間の問題がキリスト教神学 根底 横たわる、最も重要な問題であることをアウグスティヌスは正確に認識していたからでした。　世界年の観念　「世界」
が存続する期間のうちの任意の年を 「世界年」 と称していました。六世紀後半のトゥー
ル司教グレゴリウスが著 有名な歴史書『歴史十書』の最後の部分には、この書物を書き上げたのが、 五七九二年であると記しています。彼はその一、 二年後の西暦五九三年か四年に死歿しています。　
と
ころで初期のキリスト教徒たちにとって、この世界年の期間がどれほど続くのか、そして
自分が生きている時代が、世界年のいつにあたるのかは、当然のことながら、大変重要な関心事でした。マルコやマタイなど福音書記者たちは、揃って終末が到来す 日も時間も、決してあらかじめ知ることはできな と、繰り返 念を押しています しかしそう言われれば言われるほど気になるのが人情というものです。　
二世紀後半のリヨン司教であった聖エイレナイオスは神学者でもあり、
その著作『異端駁論』




















の体系の記年法を普及させます。それは六世紀に小デュオニシオスが編みだした方法で、キリストの生誕を起点とする計算方法でした。これは現在の西暦の起算法です。このやり方は七四二年 ゲルマニア公会議で使われ、つづいてカロリング朝の王国年代記の記年方式とし 採用されるようになったの す。　
このようにキリスト教の思想において































初期ガリアの修道制を概観した優れた論文のなかで、七世紀末までガリアには概数で五五〇の修道院が建てられたが、その内訳 六世紀末までがおよそ二二〇、 七世紀中だけで三二〇の修道院が新たに創建された事実を明らかにしました。さらにこれらの数字を細かく見て行くと、六世紀末までは北ガリアと南ガリアで、ほぼ均等 それぞれ一一〇の修道院創建 見られたが、七世紀には南ガリアでは九〇、北ガリアでは二三〇
	















国家の修道制の堕落ぶり、教会人 規律の頽廃に大きな衝撃をうけました。ということは、逆に彼が大陸に導入した修道生活が フラ ク人を初めとする大陸 人々には、強いショックをもたらすほど厳しいものであったということです。　
実際に罪がたとえ小さなもの
（
parva	peccata ） であっても、 告解の対象でした。そのなかには、




ランク社会は瞠目し、やがては睡眠の時間も碌に取れない―歩きながら眠れ―峻烈な修道生活に勤しむ様に感銘を受け 帰依の感情を呼び覚まされたのです。帰依の心情は国家の貴族支配層の子弟を中心 広がりました。克己と服従の精神は国家エリートのエートスとなり、それは宮廷から社会へとひとつの新 いコードとして普及したのです。　
告
解の義務は修道士ばかりでなく、在俗聖職






紀） 』 （一九九四年）のなかで、贖罪者がおかれた状況とその心境を、西洋における個としての自己認識の最初の兆しであったと主張しています。修道戒律によって要求され、やがて俗人にも要請された罪の検証を核とする内省意識は、個としての人間存在の到達へといたる最も重要で、決定的な一歩であったと言うのです。罪の意識の反芻が、個として 営みである以上、検証の意識は個として 自己 内奥の探求と らざるをえないと言うわけです。　
贖
罪という、優れて宗教的信仰実践が、個として 内面の確立、あるいはその可能性に導く
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